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令和７年度 第４回 教授総会議事概要 

［令和７年７月２３日（水）１５：１０～１６：２０］ 

 

 

○ 前回議事概要（案）が承認された。 

 

Ⅰ 報告事項 

１．寄附金受理報告 

配付資料２に基づき、２７件の寄附金について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告が

あった。 

 

２．受託研究受理報告 

配付資料３に基づき、１０件の受託研究について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告

があった。 

 

３．民間等共同研究受理報告 

配付資料４に基づき、２４件の民間等共同研究について、常務委員会の審議の結果、受理された

旨報告があった。 

 

４. 人事報告 

（1） 情報・エレクトロニクス系部門（量子流体工学分野）の特任准教授に係る人事について、７

月２３日（水）開催の人事教授准教授会において投票が行われる旨、報告があった。 

（2） 情報・エレクトロニクス系部門（半導体集積回路設計分野）の講師または准教授、機械・生

体系部門（バイオハイブリッドシステム分野）の特任教授に係る人事について、人事が進行

している旨、報告があった。 

（3） 人間・社会系部門（AI 空間学分野）の特任教授（特定短時間）、人間・社会系部門（建築情

報モデル学分野）の特任准教授（特定短時間）に係る人事について、７月９日の選考委員会

で選出された旨、報告があった。 

（4） ダイセル人を繋ぐエレクトロニクス寄付研究部門の特任准教授（兼務）（１名）に係る人事

について、７月２３日の常務委員会で承認された旨、報告があった。 

 

５．長野市との連携協力協定書の締結について  

川添准教授から、配付資料５に基づき、長野市との連携協力協定書の締結について、報告があっ

た。 

 

６．インターンシップ支援制度ガイドラインの改定について 

岡部（洋）国際・産学連携室長から、配付資料６に基づき、インターンシップ支援制度ガイドラ

インの改定について、報告があった。 

 

７．文部科学省共済組合の検認の実施について 

鈴木総務課長から、文部科学省共済組合の検認の実施について、報告があった。 
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Ⅱ 審議事項 

１．寄附金の受入について  

黒山准教授及びペニントン教授から、寄附金の受入について説明があり、審議の結果、承認され

た。 

 

２．社会連携研究部門の設置について 

配付資料７に基づき、社会連携研究部門の設置について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

３．令和７年度当初予算配分について 

配付資料８に基づき、令和７年度当初予算配分について説明があり、審議の結果、承認された。 

 

Ⅲ 内外情勢報告 

１．研究科長・学部長・研究所長合同会議（７／８） 

配付資料９に基づき、研究科長・学部長・研究所長合同会議について、報告があった。 

 

２．研究科長・学部長・研究所長合同会議（７／２２） 

配付資料１０に基づき、研究科長・学部長・研究所長合同会議について、報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１． 夏季休暇中における情報セキュリティに関する注意喚起について 

新野部局 CISO から、配付資料１１に基づき、夏季休暇中における情報セキュリティについて注

意喚起があった。 

２．UTokyo-IIS Research Collaboration Initiative Award 2025 募集について  

羽田野国際・産学連携室員から、配付資料１２に基づき、UTokyo-IIS Research Collaboration 

Initiative Award 2025 の募集について、案内があった。 

３．令和 7年度第１回生研サロンの開催について   

砂田企画運営室員から、配付資料１３に基づき、令和 7年度第１回生研サロンの開催について、

案内があった。 

４．令和 7年度第２回生研サロン(都市大連携特別回)の開催について  

梶原 RMO 次長から、配付資料１４に基づき、令和 7年度第２回生研サロン(都市大連携特別回)

の開催について、案内があった。 

 ５．輸出事後調査を踏まえた今後の対応（「輸出管理シート」の活用）に係る説明会の開催について 

鈴木総務課長から、配付資料１５に基づき、輸出事後調査を踏まえた今後の対応（「輸出管理シ

ート」の活用）に係る説明会の開催について、案内があった。 

６．社会連携講座等検証・改革委員会のアンケート調査へのご協力のお願い及びホットライン設置の 

お知らせ 

鈴木総務課長から、配付資料１６に基づき、全教職員を対象とする社会連携講座等検証・改革

委員会のアンケート調査への協力依頼及びホットラインの設置について説明があった。 

 

以 上 


